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T.tllCLusu桝には2桂の未同定活性部が存在する.Lし

たがって,他の Trogoderma屑カツオプシムシの性

誘引物Ttには4化合物の数種の混合物または同族化合

物がTI:在すると考えられる. (桑原保正)

.,合成幼若ホルモン:tpSCOJlfuSZLSにおける性フ

ェE)毛ン生産の携導

SyntheticJuvenileHormone:Inductionof

SexPheromoneProductioninlpsconfusus.

･J.H.Borden,K.K.Nair,C.E.Slater.Science

166,1626(1969).

ボンデロ-サ松で飼育 しているキクイムシ (Ips

confusus)オスを12-20匹ずつ3つのグループにわ

け,(i)10,ll-epoxyfarnesenicacid(EFA)の落花

生油浴紋で局所塗布する,(ii)落花生油のみを局所塗

布する, (iii)新前なボンデローサ松に食入させる.

これら3グル-プにおける性誘引物質の生成を一定時

間短にマルビギー氏でのついた後払をとりだして,ベ

ンゼン抽出し比較した.抽出物を用いて実験室でメス

のキクイムシに対する性誘引性を調べた.一巡の実験

のなかで.100/Lgの EFA を含む 1FLlのIm E生油浴

紋をIJl一昨金布したオスからとりだした2匹分相当の後

脳抽LIl物が奴も活性が-tSく,メスの反応率は81･2%で

あった.この脚まボンデローサ松に食入させたオスの

後脱の抽山物 (2匹分相当で67.3%)よりも高くなっ

ている.

一万,100FLgの EFA を独即したオスの後唄は,

18時間後に.26.6%のメスに反応をおこさせるがボン

デローサ松に食入させたオスの後払 こは,すでに3時

間後に高いフェロモン活性があろ.従って,キクイム

シ科の性フェロモンは,松のテルペン化合物を前駆物

質として,後脳で生合成されるのであろう.

(高橋正三)

DDTの中間代謝物箕,2,2-bl'8(p-Chlorophenyl)

zLCetaldehydeの合成と反応 ◆

SynthesisandReactionsofaProposedDDT

Metabolite: 2,2-bJ'S(♪-Chlorophenyl)ace･

taldehyde.J.D.Mckinney,E.L.Boozer,H.P.

HopkinsandJ.E.Suggs.ExLIerihenLf'a25897

(1969).

従来 DDTの中間代謝物質の一つとして考えられて

いる 2･2-his♪-chlorophenylacetaldehyde(Ⅰ)の

合成はすでに Riemschneider らによって 2-(タ,〆 -

dichlorobenzhydrylト1,3-dioxolane(ⅠⅠⅠ)の酸加

水分解によって合成されたと考えられていたが.彼ら

の得た物質は 9,9'-dichloro･benzophenone(ⅠⅠ)で

あることが判明した.即ち Riemschneiderらの方班

を迫試した結果 (ⅠⅠⅠ)の酸加水分解物は GCで2ピ

ークを与え GC-MSでIalTdべた約兆 これらは (I)と

(lI)に対応する.(ll)は mp.145oでその PNPH:f5

堵体はmp.2130であった.一方 (Ⅰ)を敵性血統蚊ソ

ーダと付加化合物を作らせ細裂して得られる物Tiを

PNPH誘導体に導きmp.135-138pの結晶を柑た.こ

れらの化合物の梢造はIR,NMR,MSより確認され

(Ⅰ)はまた Darzen反応を用で合成したものと同一物

質であることを認めた.Riemschneiderらにより報

岱された物田の融点はそれぞれ147oと211°(PNPH誘

中体)であるので,(Ⅰ)がきわめて容易に脱ホルミル

化されて (ⅠⅠ)を与えることを考慮すると,彼らの報

LJL]lした物質は (ⅠⅠ)であると考えられる.Perryらは

DDTの代謝系F'68こおいてDDAから(ⅠⅠ)が生成し.

叉DDTの代謝物質として DDOHを認めているが.

これらの代謝物Tiの前郎物Tiとして (I)をとりあげ.

(I)の脱ホル ミル化により(ⅠⅠ)が,また鵬化および道

元によりDDAとDDOHが生成すると準えた方がよ

り合理的である.さらに (I)が末舶アミノ誠とSchiff

鮎益を形成して,試白田中にとりこまれ体伽 こ潜il'1す

ることも考えられる. (上野民夫)
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